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ごみ処理広域化に係る経過及び今後の予定等について

１．令和６年度実施委託業務及び進捗状況について

◎新ごみ処理施設整備事業に係る施設整備基本設計策定及び環境影響評価等業務

・契 約 業 者：株式会社建設技術研究所大阪事務所

・契 約 期 間：令和３年７月５日～令和７年３月 28 日（4 年契約の最終年度）

・契 約 金 額：374,085,800（税込）※変更契約による増額分を含む

・支払予定額： 44,204,800（税込）

・進 捗 状 況：「泉佐野市田尻町清掃施設組合ごみ処理施設整備事業に係る環境影響

評価準備書に対する環境の保全見地からの意見（申述）」を踏まえた

環境影響評価評価書を大阪府へ提出した後、年度内に告示される見込

みである。

◎新ごみ処理施設建設に係る環境影響評価事後調査業務

・契 約 業 者：株式会社建設技術研究所大阪事務所

・契 約 期 間：令和６年５月 20 日～令和 17 年３月 28 日（12 年契約の初年度）

・契 約 金 額：42,160,800 円（税込）

・支払予定額： 3,599,000 円（税込）

・進 捗 状 況：新ごみ処理施設整備により実施した環境影響評価準備書の結果を踏

まえ生態系に異変がないかの確認調査が行われている。

◎新ごみ処理施設建設に係る都市計画決定支援業務委託

・契 約 業 者：株式会社建設技術研究所大阪事務所

・契 約 期 間：令和６年８月 28 日～令和８年３月 25 日（2 年契約の初年度）

・契 約 金 額：5,352,600 円（税込）

・支払予定額：2,408,000 円（税込）

・進 捗 状 況：新ごみ処理施設整備用地に係る図面等の資料作成を行い、大阪府

との協議が進められている。

２．令和６年度本町負担金について

◎予 定 負 担 金 額：１０，２２７千円（税込） ・・・・・①＋②

①委 託 費： ９，２２７千円（税込）【予定額】・・ａ×ｂ

（内訳）

ａ委託業務支払予定額から交付金を差し引いた額 46,887 千円（税込）

（令和 6 年度支払予定額 50,212 千円－令和 6 年度交付金 3,325 千円=46,887 千円）

ｂ熊取町負担率：19.68％（R5 負担率）

（均等割分（0.15／3）＋本町計画搬入量割分（0.85×0.17274276）=19.68％）

※均等割 15％の残りを計画搬入量割で合意済み

②報 酬 及 び 事 務 経 費： １，０００千円（税込）【予定額】・・(ｃ＋ｄ)÷3
（内訳）

ｃ報酬及び旅費：607 千円（税込）【予定額】

・新ごみ処理施設整備運営事業者選定委員会の委員報酬及び旅費

ｄ事 務 経 費：2,394 千円（税込）【予定額】

・使用料及び賃借料：地元説明会等の資料作成費、有料道路使用料他

・地域共存推進補助金：環境と共生する街 上之郷づくり委員会運営補助他

※均等割で合意済み

令 和 ７ 年 ３ 月 １ ２ 日

環境施設広域化調査特別委員会資料
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３．新ごみ処理施設整備運営事業者選定委員会について

第４回 要求水準書（案）の承認

運営事業方式（案）、入札方式の基本方針（案）、入札説明書（案）の説明

(R6.10.24)

第５回 R7.3.17 開催予定

４．ごみ処理広域連携検討会について

第 38,39 回 新ごみ処理施設に係る整備費の協議(4,5 月)

第 40,41 回 施設規模の変更及び施設整備スケジュールの確認(9,10 月)

第 42 回 施設整備費アンケート結果及び区画整理事業の進捗状況の報告(2 月)

５．ごみ処理広域連携検討会担当者会議について

第 26 回 ごみ処理手数料取扱の統一、要求水準書（案）の意見聴取（10 月)

第 27～30 回 ごみ処理手数料取扱の統一

搬入者の運転免許証確認後の搬入件数の意見交換(11，12,1,2 月)

６．地元説明会について

地元説明会開催回数 5 回

説明会内容 環境影響評価準備書の説明など

７．新ごみ処理施設の施設整備費について

泉佐野市田尻町清掃施設組合（以後「組合」という。）から、令和 6 年 2 月に新ごみ

処理施設整備の概算費用として注）約 610～690 億円が示される。

その後、行政改革に取り組んでいる熊取町を始め構成市町（泉佐野市、田尻町）と

しては、施設整備費用が高額である為、費用削減の検討が必要であるとの意見を組合

側に出し、施設規模の変更など計画の一部が見直されたことで、現時点におきまして

は、組合より精査が必要なものの当該整備費用が削減される見込みであると示されて

いる状況である。

注）R6.3 の環境施設広域化調査特別委員会にて報告済み

８．今後の予定

①新ごみ処理施設建設に係る環境影響評価事後調査業務（2 年目）

②新ごみ処理施設建設に係る都市計画決定支援業務委託（2 年目）

③新ごみ処理施設建設に係る計画支援業務の発注

④次年度以降地元対策等の経費に関する負担割合の検討

⑤施設整備スケジュール

R07～R10 区画整理事業造成工事

R08 事業者公募～決定

R09～R13 新施設工事

R14 新施設稼働開始



３


